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き
わ
め
て
不
十
分
な
内
容

　
格
差
拡
大
の
社
会
状
況
の
下
で
、
住
民
の
暮
ら
し
を

守
る
べ
き
施
策
を
具
体
化
す
る
当
初
予
算
と
し
て
は
、

き
わ
め
て
不
十
分
な
内
容
。
全
面
的
に
組
み
替
え
る
べ

き
。
住
民
負
担
増
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
施
策
が
見
当
た
ら
な
い
。﹁
負
担
は

低
く
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
﹂
の
合
併
時
の
約
束
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。﹁
足
止
め
す
る
﹂と
言
っ
た
の
に
、
東
西
連

絡
道
路
や
桜
通
線
な
ど
の
予
算
が
そ
の
ま
ま
計
上
さ

れ
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
ん
だ
状
態
で

心
配
。
総
合
振
興
計
画
策
定
の
方
法
も
問
題
だ
。

公
平
・
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
審
議
を

　
普
通
建
設
事
業
費
︵
公
共
の
道
路
や
建
物
な
ど
︶
が

対
前
年
度
比
五
一
・
六
％
減
と
大
幅
に
抑
制
さ
れ
、
財

政
危
機
は
回
避
の
方
向
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
教

育
費
が
一
五
・
一
％
も
伸
び
て
、
子
ど
も
の
学
習
環
境

に
大
き
く
貢
献
す
る
。
桜
通
線
や
東
西
連
絡
道
路
が
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
合
併
を
踏
ま
え
た
総
合
振
興
計
画
、
環
境
、
廃

棄
物
減
量
、
次
世
代
育
成
、
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定

が
市
民
参
画
で
行
な
わ
れ
、
公
平
・
公
正
で
透
明
性
の

あ
る
審
議
が
進
む
こ
と
を
歓
迎
す
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
効
率
化
に
早
急
な
対
応
を

　
本
年
度
予
算
は
、
ふ
じ
み
野
市
が
合
併
し
て
初
め
て

の
通
年
予
算
で
あ
る
。
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る

が
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
深
刻
化
す
る
財
政
状
況
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
我

が
市
も
例
外
で
な
く
、
本
年
度
予
算
は
、
旧
上
福
岡
市

と
旧
大
井
町
の
当
初
予
算
よ
り
一
四
億
四
、
八
九
四
万

円
減
の
二
八
五
億
四
、
六
七
七
万
四
、
〇
〇
〇
円
で
、
今

後
の
ふ
じ
み
野
市
の
健
全
財
政
を
考
え
た
場
合
、
妥
当

な
判
断
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
な
い
よ
う
貴
重
な

財
源
を
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
財
源
調
整
を

　
新
市
ふ
じ
み
野
市
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
平
成
十
八
年

度
予
算
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
学

校
教
育
児
童
福
祉
の
充
実
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、
貴
重
な

財
源
を
有
効
活
用
し
編
成
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
景
気
の
低
迷
や
社
会
保
障
費
の
増
加
、
ま

た
国
の
行
財
政
改
革
の
中
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
総
合

振
興
計
画
の
実
現
及
び
自
治
の
確
立
を
目
指
し
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る

財
源
調
整
が
急
務
で
あ
る
。

提
出
議
案
と

審
議
結
果

○
全
員
賛
成
　
●
賛
成
多
数

■
平
成
18
年
　

第
１
回
定
例
会

⋯
　

平
成
18
年
度
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
一
般
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
水
道
事
業
会
計

⋯
　

平
成
17
年
度
補
正
予
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

︻
ふ
じ
み
野
市
︼

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

⋯
　

平
成
17
年
度
決
算
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

︻
上
福
岡
市
︼

●
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

︻
大
井
町
︼

●
一
般
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
水
道
事
業
会
計

⋯
　

条
例
の
制
定
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

●
総
合
振
興
計
画
審
議
会
条
例

●
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事

態
対
策
本
部
条
例

●
国
民
保
護
協
議
会
条
例

●
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給
条
例

○
環
境
審
議
会
条
例

一 般 会 計 予 算 に対する討 論
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国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例

有
事
法
制
は
時
代
錯
誤

　
こ
の
条
例
は
、
米
軍
の
戦
争
に
日
本
が
参
加
す
る

た
め
に
商
店
、
医
療
機
関
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
市
民

を
軍
事
体
制
に
組
み
入
れ
、
自
由
と
権
利
を
制
限
す

る
も
の
。
市
内
に
は
﹁
危
険
な
施
設
﹂
と
認
定
さ
れ

た
自
衛
隊
大
井
通
信
所
が
あ
る
。
今
、
世
界
は
話
し

合
い
で
の
平
和
解
決
が
大
勢
だ
。
有
事
法
制
は
時
代

錯
誤
で
あ
り
反
対
。

人
権
保
護
等
が
法
的
に
整
備
さ
れ
る
利
点
が
あ
る

　
国
民
保
護
法
は
自
衛
権
の
範
囲
で
、
憲
法
も
こ
れ

を
否
定
し
な
い
。
現
行
自
衛
隊
法
で
は
無
制
約
な
、

人
権
保
護
等
が
法
的
に
整
備
さ
れ
る
利
点
も
あ
る
。

た
だ
し
自
衛
権
の
範
囲
に
は
議
論
が
あ
り
、
広
範
囲

に
及
ぶ
危
険
も
あ
る
。
自
然
災
害
時
の
住
民
活
動
を

妨
げ
る
中
央
統
制
型
に
な
ら
な
い
こ
と
を
要
望
す

る
。

○
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
条
例

○
敬
老
祝
金
支
給
条
例

○
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審
査

会
委
員
の
定
数
等
の
条
例

○
都
市
計
画
審
議
会
条
例

⋯
　

条
例
の
一
部
改
正
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
特
別
会
計
条
例

○
情
報
公
開
条
例

○
個
人
情
報
保
護
条
例

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
の
条
例

●
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

の
条
例

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

○
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
等
の

条
例
及
び
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
条
例

○
市
職
員
の
給
与
条
例

●
ふ
れ
あ
い
上
福
岡
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例

○
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
支
給
条
例

●
心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
か
み

ふ
く
お
か
作
業
所
条
例

○
重
度
心
身
障
害
児︵
者
︶
医
療
費
の
支
給

条
例

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

○
都
市
公
園
条
例

○
荒
川
第
二
運
動
公
園
条
例

○
び
ん
沼
サ
ッ
カ
ー
場
条
例

○
市
営
住
宅
条
例

○
自
転
車
駐
車
場
条
例

○
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

○
公
民
館
条
例

●
介
護
保
険
条
例

⋯
　

条
例
の
廃
止
　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
市
長
職
務
執
行
者
の
給
与
及
び
旅
費
条
例

⋯
　

埼
玉
県
市
町
村
各
組
合
規
約
変
更
　

⋯
⋯

○
職
員
退
職
手
当
組
合

○
消
防
災
害
補
償
組
合

○
交
通
災
害
共
済
組
合

○
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合

○
入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合

以
上
、
可
決

⋯
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

市議会議員の報酬は、報酬審議会の答申のとおり、月額33万8,800円（旧上福岡市と同額）となりました。

市議会議員の報酬及び費用弁償等条例の一部改正

国民保護法により、武力攻撃事態等に対し、国民を保護するための国民保護計画を定め、
それにより設置しなければならない対策本部に関するものです。

住
民
感
情
と
し
て
は
納
得
で

き
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

　
本
来
は
首
長
と
同
じ
く
、
合

併
時
に
議
員
選
挙
を
す
べ
き
で

し
た
。
し
か
し
﹁
在
任
特
例
を

適
用
す
る
か
ら
大
井
町
の
議
員

の
報
酬
は
そ
の
ま
ま
で
い
く
﹂

と
い
う
の
が
市
民
へ
の
説
明
で

し
た
。
引
き
上
げ
な
ら
解
散
す

べ
き
。
審
議
会
で
、
住
民
感
情

で
は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
在
任
特
例

を
そ
の
ま
ま
で
の
引
き
上
げ
は

反
対
。

緊
急
事
態
に
備
え
た
対
策
が
必
要

　
国
民
保
護
法
は
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
な

ど
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
、
世
界
各
地

で
テ
ロ
等
が
発
生
し
、
大
変
不
安
定
な
国
際
情
勢
に

あ
る
。

　
万
一
の
緊
急
事
態
に
備
え
、
対
策
本
部
を
設
置

し
、
住
民
を
安
全
な
場
所
へ
誘
導
し
て
救
援
︵
炊
き

出
し
、
飲
料
水
の
供
給
等
︶を
図
る
こ
と
は
必
要
だ
。

報
酬
審
議
会
の
意
見
を
尊
重

　
合
併
後
は
第
三
者
機
関
で
あ

る
報
酬
審
議
会
に
意
見
を
聞

き
、
そ
ち
ら
の
意
見
を
尊
重
す

る
決
定
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

報
酬
審
議
会
の
答
申
で
は
、
旧

上
福
岡
市
の
議
員
報
酬
に
合
わ

せ
る
べ
き
と
の
答
申
を
受
け
、

旧
上
福
岡
市
と
旧
大
井
町
の
額

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
報

酬
審
議
会
の
意
見
を
尊
重
し
、

賛
成
。

条 例 に対する討 論
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